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ここではまず,イ ングラン ド,レ ディング市
に現在 も存続 してい るレッ ドランズ学校 の100
年史(1891年 ～1991年)の 英文著書か ら,そ の
第1章(1891年 ～1991年)を 翻訳する。
この著書はこの著書の翻訳で後述するように,
参考文献 によって書 かれたものではな く,歴 代
代校長の学校 日誌に忠実 に基づいて,こ の学校
のPTAの メンバーであるバ トリック ・ルーケ氏
によって1991年 に書かれた もので,こ れは最 も
実際的学校教育事情が明 白で,大 変興味あるイ
ギ リス教育の実践資料 であると考 える。 この著
書資料は筆者が レディング大学 に1年 間海外研
修中に,レ デ ィング市図書館で見つけ,レ ッ ド
ランズ学校 に連絡 してこの著書 を送付 して頂い
た。更 に,レ ッ ドランズ学校 を訪問 して校長に
面会 し,学 校の授業 を見学 し,幾 人かの教員 と
会って質疑応答 した ことで,イ ギリスの学校教
育特有の特徴が,100年 の教育史 との関連で よ
り明白になった。この著書が書かれたのは,筆
者が レディング市に滞在 していた年の10年 前で
あったが,こ の学校 の現状 は,こ の著書 に述べ
られている英国教育特有 の特徴 を,受 け継いで
いるように感 じた。
この著書 に,歴 代代校長 の学校 日誌か らの抜
粋が必要に応 じて挿入されていることによって,
英国教育の実践が より鮮明に読者 に伝 わるこ と
は確かである。 レッドランズ学校のPTAの メン
バ ーであるバ トリック ・ルーケ氏 によって この
著書 は書かれているが,学 校 日誌の抜粋 は別 と
して,使 用 されている英語 による表現 に一貫性
が ないことば,語 句,文 章 も多 々見 られた。こ
れ らが学校 日誌からの表現であるのか,レ ッド
ランズ学校のPTAメ ンバー独 自の表現であるの
かは定かではない。学校 日誌か らの表現である
場合 は,教 育的表現の変化 となるであろう。 レ
ッドランズ学校の翻訳 では,現 在使用 されてい
る教育的表現 を使用す るが,そ の意味で,こ の
学校 の著書 に使用 されている 「ことば」 につい
て翻訳の最後(第4章)に 注釈 を記すことにし
た。
レッ ドランズ学校100年 史の表紙お よび内容
に挿入 されている挿絵 は,最 初の学校 の建物で
あるが,後 年 この建物が近 くに移動 されたこと




レッ ドランズ学校 百 年 の歴 史,1891年 ～
1991年
謝辞
次 の頁 に記録する多 くの情報 は,こ の学校各
代の校長が記録 して維持することを要求 された,
レッ ドランズ学校の 日記 か ら得た もので ある。
私 は彼 らが この役 目を最後 まで遂行 した誠実 な
行為の恩恵 を受 けている。それは彼 らが多年後
に歴史家が詮索 して思い起 こす継 ぎ目を,悟 る
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ことな く敷設 していたのだ と,私 は推測す る。
これ らの学校 日記の記述者 に私 の感謝 を表現す
ることはで きないが,バ ークシャー記録事務所
の職員が適時に彼 らの労力 を使 って私 に手伝 っ
て くださった ことに感謝する。
挿絵
1889年 に レデイング学校教育委員会は レッド
ランズの新 しい学校 をデザインす る仕事 を完成
させるために,5人 の地方の建築技師を招いた。
その中か ら,ス リングス ビイ ・ス トールウ ッド
氏の建築図が選 らばれた。不幸 にもその原画は
紛失 したが,我 々は幸いシーア ・ホールに保存
してあった書籍 などの縮小複写用 マイクロ ・フ
ィルムを入手す ることがで きた。我々はこれ ら
の部分 の拡張図 を,こ の著書のカバーと内容全
体の挿絵 に使用 した。
この学校の建物 はアン王女スタイルで,切 妻




うになった という多 くの世論が優勢で,そ こで
は,必 須の教育 と便利 のための設備 および子供
たちと教員の安楽のために,あ らゆる配慮がな
された。








1っ の学校 に3つ の学 部(Oneschool:three
departments)
1891年1月 に レッ ドランズ幼児学校(Redlands
InfantsSchool)が 最初 に開校 し,そ の13ヵ 月
後,更 に1つ は男子 生徒,も う1つ は女 子生徒
の ため に2つ の学校(学 部)の 設立 が後 続す る
こ とに なってい た。 これ ら3つ の学 校 の建 物 は
1890年 に完成 してい たが,カ テ ス グローブ地域
(Katesgrovearea)の 子 供 たちの学校が改 造 中で,
この地域 の子供 達 が後者2校 の建 物 を臨時 に使
用 す るため に割 り当て られ たので,後 者2校 の
同時 開校 は不可 能で あ った。
2つ の学校 が つ い に開始 した時,レ ッ ドラ ン
ズ男子 校 と女子校 は7才 とそれ以上 の年令 の子
供 たち を受 け入 れ た。 この2校 の生 徒 は基礎1
学 年(Standard1)か ら基礎7学 年(Standard7)
まで進 級 す る こ とが で きたの で,こ れ らの 学校
は基 礎学 年部(Standarddepartments)と して知
られてい る。義 務就 学年令 が14歳 まで とな った
の は1918年 であ ったので,多 くの子供 た ちは14
歳 に なる前 に学校 を去 り,多 数 の了供 たちが 高
学年 ク ラス に進級 す る こ とは決 して なか った。
レッ ドランズ学校 と して3部 校(幼 児学校 ,男
子校,女 子校)全 体 の子供 の総 数 は,1,160人 を
収 容 す る よ うに考案 され てい た 。 この総 数 は,
1870年 と ユ880年 の初等教 育令 の通過 が就学 を
多少 義務 化 して以来,イ ングラ ン ドとウエ ルズ
全体 に行 われ てい た初 等 教育 にお いて増 大 した
部 分 であ った。
1891年 に人 口が約61,000人 とレデ ウィング市
が 急激 に拡 張 してい る 中で,小 学校 の設立 とこ
れ らの学校 行 政 の責 任 は,こ れ ら最 初 の教 育令
(ユ870年)の 結果選挙 に よる組織体 と して設立 さ
れ た,街 の学校 教育委 員会(SchoolBoard)に 依
存 してい た。
145人 の受 け入 れ人 数 で適度 に始 まった幼児
部 は,1891年9月 には340人 の生徒 数 に増 大 し,
彼 らの中 には2歳 あ るい は3歳 の子 供 が含 まれ
55一
てお り,彼 らは明 らかに 「ベ ビー」 とみなされ
た。児童 ・生徒収容人数要求の増加は レッ ドラ
ンズ学校地域の高 い人口規模 を反映 してお り,
確かにレディング町全体 として,児 童 ・生徒の







料 とな り,学 費の支払いの必要は終止 となった。
レ ッ ドラ ン ズ学 校 百 年 の 歴 史,1891年 ～1991年
に当 たる。他 の一人 は男性 教員 のG.E.ラ ッセル
さん(MrG。E,Russel1)で あ った。 この時代 には
結婚 した女性 は教員 を諦 める こ とが 要求 された。
この規定 は よ り多 くの教 員 の必 要が 緊急 とな っ
て きた こ とで つ い に廃 止 となっ た。 しか しなが
ら1898年 に レデ ィング学校 教育委 員会が次 の よ
うに告 知 した時,こ の事 実 は,ま だ うわべ の み
であ った。
「将来,レ デ ィ ング学校 委員会 の下 にあ る どの
女 性教 員 も結婚意 思 を少 な くとも1ヶ 月前 に通
知 し,結 婚 日か ら3ヶ 月後 に彼 女 の任務 は終 わ
るで あ ろ う。」
教員(Theteachers)
1890年 代 には この国 の多 くの教員 は まだ教 員
資格 を保 持 してい なか った。 レ ッ ドラ ンズ学校
の教 員 も同 じ くそ うであ った 。 当学校 最初 の4
年 間幼児 部校 長 で あ った イザベ ラ ・フ ォルベ ス
女 史(MissIsabellaForbes)は 教 員資 格 を保持 し
てい たが,彼 女 の4人 の教 員 で教員 資格 を保 持
して いた教員 は1人 の みで あっ た。女 性助教 生
(monitresses)と して任 じられてい た4人 の内 の
2人 は,以 前 い か な る教 える経験 もない若 い女
性 で あ った。
男 子 部 の校 長 ウ ィ リア ム ・ヘ イ(William
Haigh)の 場合,4人 の助 手教員 の内2人 が教 員
免 許 を持 って お り,そ の他 の2人 は実 習教員 期
間 を終 了 して い たので よ り幸 運 で あ った よ うに
思 えた。 しか しなが らこの強靭 に見 えるチ ー ム
は,彼 らの学校 の開校 日に249人 の男 子生徒 に
対 応 しなけ れ ばな らなか った。女子 部 と して は
学校 開校数 ヶ月 に,キ ャス リ ン ・チ ャン ドラー
(MissKatherineChandler)校 長 には彼女 を支援
す る7人 の助 手教 員が い たが,こ の 内一 人 のみ
が教 員免 許状 を交付 され てい た。
レッ ドランズ学校 教 員 の多数 は未 婚女 性 であ
った。始 め にヘ イ校 長 に配 属 され た助手 教 員4
人 の 内,未 婚 の3人,ニ ュ ウエ ル さ ん(Miss
Newell),コ ォルデ ス さん(MissCordes)そ れか
らハ ス テ ィングス さん(MissHastings)は この類
生徒見習教員(Pupil-teachers)
1846年 以来小学校教員を意図するために,通
常13歳 で始 まった生徒見習教員 として学校にお
ける徒弟制度期 間を経験 する必要が増加 した。
最初徒弟制度は4年 間であ り,ほ とんどの生徒
見習教員は生徒見習教員開始年が1年 上にな り,
学校 にいる時間が一般 に短縮 されたこの世紀 ま
で,徒 弟制度の4年 間を維持 した。
学校が生徒見習教員の養成訓練を引 き受ける
こ とを認め られる前に,学 校は学校視察官か ら
好意的な報告 を受 けなければな らなかった。 レ
ッ ドランズ校の3部 全ては間もな くこの認可 を
得て,幾 人かの生徒見習教員訓練者が学校 に配
属 されたが,そ れは幼児部であ り,次 の10年 後
に,定 期的な受 け入れ割 り当て数は最高3人 か
4人 であ った。1893年 にフォーベス幼児部校長
は,彼 女 の職員グループにすでに3人 の生徒見
習教員がいた。その結果,彼 女 は毎 日彼女の時
間をい くらか宛てなければならなかった。それ




金 を受 け取 るために,こ の評価 は深刻 に取 り扱
われ た。 レデ ィング地域 の校長 には幸い にも,
1926年 にレディング大学(UniversityofReading)
に発 展 した1892年 の大学公 開講座 カ レッジ
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(UniversityExtensionCollege)開 校 は,生 徒見
習教員が以前 は校長が責任を持っていた教育の
重要 な部分 を受けることが出来るセ ンターを準
備 した。学校委員会が生徒見習教員の指導費用
の支払い と義務付 けられた科 目の学習 に要求 さ
れるどの教科書や ノー トブ ックも無料 にす るこ
とに同意 していたとはいえ,学 生 は運動,書 籍,
学生 クラブ,図 書館の無料使用,多 様 な選択科
目の無料受講登録者資格 に,1シ リング(2、の登
録料 を支払 う責任があった。 これらの選択科 目
はフランス語,幾 何学,製 図,化 学,数 学,物
理,植 物学であったが,こ れらのコースに必要
な どのテキス トあるいは器具の費用 も不要であ
った。
生徒見習教員 と して受 け入れ られる前 に,向
上心 に燃 えている訓練 を受ける人は,通 常学校
で短期の試行期間に就 くことが要求 された。上
述 の女性助教生の一人キャソ リン ・ロバー トン




難であった。彼 らの若年 と経験不足 にも拘 わ ら
ず,教 える役 目を実践す ることが期待 された。
例 えば,校 長が校長担 当クラスの他のクラスの
学習の試験 をしてい る問,キ ャス リンはす ぐさ
まフォーベス校長の クラスを受 け持 つことが分
かった。彼女が学校で行った ことは常 に彼女が
引 き受 けた下級の復習 と明記 された レッス ン
で,こ れは頻繁 に観察 され批評 された。同時に
彼 女は学校での実践 を促進 し,3ヶ 月毎 に受 け
なければならなかった総合テス ト試験 に合格す
ることが容易 になるために,彼 女 自身の学習 を
入念に続行することを期待 された。彼女は更に,
見習期 間を満足 に完了 した生徒見習教員が,ク
イー ン奨学金(Queen'sscholarship)テ ス トを受
験する資格があることを知 っていた。候補者は
科学や言語 など幾つかの選択科 目の他に,実 践
における教 え方,算 数,読 み と復訥,音 楽,英
語文法,編 物(女 子のみ),地 理,歴 史について
試験 された。 この試験 で最高点を得た人々は教
員養成 カレッジに入学する資格があった。
大学カレッジ(UniversityCollege)が なかっ
た地域 では,生 徒見習教員セ ンターが設立 され
た。それは校長の仕事量 を減少 した と同様 に,
一人で訓練者の必要に応 じなが ら同時 に学校運
営 に対処するより,教 員訓練者の必要に応 じる
ことを効果的にすることを考慮 して立案 された。
そのようなセンターは レデ ィングの生徒見習教
員のために1890年 オックスフォー ド ・ロー ド学
校教育委員会学校(OxfordRoadBoardSchool)
に設立 され,こ こで1年 の間女性助教生,キ ャ
ソリン ・ロバー トンはフォーベス校長が彼女 に
与えた指導 を,木 曜 日(午 後7-8時)と 土曜 日
(午前9-11時)の クラスに出席 しなが ら補 った。
しか しなが ら,こ のセンターは満足 に充たない
ことが判明 し,臨 時 に生徒見習教員の全責任 は
校長 に返 されることが決定 された。他の場所 に
もう一つの(生 徒見習教員)セ ンターの設立 に
ついての討議 は,訓 練者 を新 しく開設 した生徒
見習教員が学べ るカレッジに行かせる可能性に
よって廃棄 された。 しか し,も しオ ックス フォ
ー ド・ロー ドでの出席時間が多 くの生徒見習教
員 に評判が よ くなかったら,新 カレッジでの出
席はほ とん どの学生の週3日 あるいは4日 の夕
方の時問を要求 していたので,新 しい機 関の要





月にレデ ィング学校委員会 によ り出された次の
訓令から判断された。「生徒見習教員は公 開大学
カレッジのクラス とその準備,校 長のクラス と
その準備,教 えることと宿題を含み,週42時 間
以上従事すべ きではない。」
校長 は生徒見習教員管理の全般 的責任 を持つ
と同時 に,彼 らについて定期 的な報告 を書 き,
更に学校教育委員会 に彼 らの学校 における 「全
ての教職員による彼 または彼女のクラスの有効
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性,訓 練 について,3月,6月}9月 それか らll
月 に」報 告 しな ければ な らなか った。1895年 ま
で校 長 た ちは また彼 らの助 手教 員 によっ て発 表
され た特 別 「評価 レ ッス ン」 の評価 が期 待 され
てい た。 これは まだ その 日以 降実習 訓 練 のた め
に遂行 す る こ とを 要 求 され て い た実 習 で あ っ
た。 レ ッ ドラ ンズ学校 女子 部 の チ ャ ン ドラ女性
校 長が 彼 女 の教 職 員 が教 えてい るの を観 察 し,
学校 日誌 に批 評 した多数 の レ ッス ンは次 の科 目
で あ った。妖精 な ど超 自然 的存在 の 島(theIsle
ofWight);小 型 ・小 柄 ・i雌 一 例 えばi.e
(birdie),-kin,-let,-ling(duckling)な ど接 辞=接
頭辞,挿 入辞,接 尾辞(DiminutiveAffixes);形
容 詞の級(DegreesofA(ijactives);3の 数 字 ・記
号 の規則(theRuleofThree);歯(Teeth)・ 趣味;




に視察 に来て,そ こで何が行 われているのか緻
密 な監視 を続 けa3つ の学校部門それぞれにつ
いて1年 の報告書 を刊行 した。彼 らの批評は高
い賞賛か らひどい酷評の範 囲に亘った。1893年
の幼児部の報告は 「学校の訓育 と高い賞賛 に値
する達成」 とい うように評価 され,そ れからそ
の指導は 「多 くのスキル と思いや りで実施 され
た」 と賞賛 に満ちていた。 しか しなが ら,次 の
年には視察官は視察 したことに十分満足 したが,
「行儀が良 くなかったベビーたち」 について不満
を抱 いた。彼は 「特 に年少の生徒見習教員に と
って」 クラスの人数が多す ぎ,そ れか ら授業時
間が長す ぎた,と 断言 した。連続的な2年(1892,
1893)に,一 人の学校視察官 もまた,学 校の運動
場 にあるマ ンホールが運動場の土地 レベルの上
に危険 に突 き出ていた とい う,ま った く異 なる
事柄 に関する彼の心配 を表現 した。学校視察官
が読み と筆記の教 え方は 「全 てのクラスで良い」
と評価 したにも拘 わ らず,学 校全体 としては綴
りが標準 より悪か ったことが非難 された。学校
レ ッ ドラ ンズ 学 校 百 年 の 歴 史,1891年 ～1991年
視察官が決定 したことは,彼 の この場合 につい
ての下記 の評価 によって説明されるように,学
校が受領するお金の金額に影響 した。「綴 りは良
い方法で教 えられていない ことが明白で,重 要
な交付金の高い等級 の推薦 を許可す るために十
分 に的確でない。」
才旨i導不斗目(Thesubjectstaught)
この時 期 の イ ング ラ ン ドとウエ ルズ におけ る
全 て の小 学校 の基 本 的 カ リキ ュ ラム は,読 み,
書 き,算 数 と聖書 に よ り構 成 されて い た。時 間
割 に最後 に挙 げ られた特 別 な部分 は,学 校 教 育
委 員会 委員 に よる視 察 のた め に選抜 された とい
う事 実 に よって示 され た。1894年 に,例 えば,
学校 教育 委員会 副委 員長(Vice-Chairman)のE.
ウエ ス ト氏(MrE.West)の 幼 児学 校 につ い て
の報告 は,下 記 の ように明言 した。
「教科 書 と賛 美歌 の反復 お よび賛美歌 の唱歌 は
実 に満足 で あ り,初 期 のキ リス トについ ての 質
問 に答 え た こ とも良か っ た。 フ ォル ベス女 史 と
彼女 の助 手教 員 た ちの指 導方 法 は幼 な い子 供 た
ちの能力 に良 く適合 して いた。」
彼 は 「クラスそ れぞ れ の明瞭 で興 味 あ る レ ッ
ス ンを観察 した」 と言 った。 ほ ぼ この 時期 に レ
ッ ドラ ンズ学校 の聖書 の授 業 の視察 に介 入 した
他 の 学校教 育 委員 会委 員 は,ジ ョル ダ ン少 佐司
令 官(Major-GeneralJordan)と バ ゲ ッ ト大佐
(Colone1Bagett)で あ った。
デ ッサ ン ・製図(drawing)は 男子 生徒 に とっ
て必 修科 目で あ ったが,加 え て レ ッ ドラ ンズ女
子校 の生徒 を含 み,女 子 生徒 に も広 く教 え られ
た。 レ ッ ドラ ンズ女 子 校 の生徒 の デ ッサ ンは,
定 規 や コ ンパ ス な どを用 い ないで,手 で描 写 し
た 自由 なデ ッサ ンの みで な く,幾 何 学,重 量計
(scale)の デ ッサ ンとモ デ ル作 成 を も意味 してい
た。 デ ッサ ンは幼 児学 校 の カ リキ ュ ラムの一部
で もあ った。1890年 に教育 局大 臣(Secretaryof
theEducationDepartment),G.K.ケ ケ ウ ィッチ
(G.K.Kekewich)に よって発刊 され た回覧 とフ




「この 科 目は フ レーベ ル制 度(4)(Froebel
systems)の 方針で幼児学校の男子児童 に教 える
のが よいのではないか。石版 は交差 した線で引
き,4/1イ ンチ幅で正方形 を作 るべ きで,そ れ




か ら生 じるかも知れない。 しか し,教 えること
の主たる目的 は精密 さと正確 さで製作する手の
訓練 と,垂 線 または水平線か らの直線の変度 を
識別する観察力,そ れか ら線 の相対的長 さとそ
れらの交差点で作 られた角 を比較 ・判断す るこ
とである。」
針仕事 は女子生徒 に必須であ ったが,そ れは
彼女 らに限定 して教えられなかった。1890年 の
問,例 えば,針 仕事は レデ ィング市の幼児学校
で男子 も学ぶことが出来 る,と 学校教育委員会
はその承認 を表明 した。
レッドランド学校の男子校 と女子校のように,
7才 以上の子供 たちを扱 っている学校で共通に
見 られる他の教科は,唱 歌,朗 読,文 法,地 理,
歴史,科 学,料 理(女 子生徒 のために)そ れか
ら ドリルであった。男子校 におけるその ような
科 目は,こ れ らの科 目の最後 に,軍 事 ドリルの
強い要素が ほとんど確 かに含 まれていた。それ
は ブー リング前陸軍軍曹(ex-ArmySergeant
Burling)に より生徒に教 えられたということが,
学校 日誌の記録 に示 されていた。 レッ ドラン ド
学校の女子は,他 方,こ の世紀終わ りの年 の問,
幾つかの学校 に導入 された活動方式 である,ス
ウェデン語の練習 ・ドリル 〈反復練習 による訓
練 〉を楽 しんでいた ように見 える。幼児 にとっ
て,彼 らも確かにダンベル ⑤の使用に必要 な ド
リル練習があ り,フ ォーベス校長は1891年 「ダ
ンベル を保存する適当な箱」 を学校教育委員会
に依頼 した,と 書 き留 めている。子供 たちの身
体教育 に対する軽やかな面が,校 長の後続者,エ
リザ ・チャタウエイ女史(MissElizaChattaway)
が1896年 に学校 でメイポール(6)の 廻 りを踊る
ことについて記 した 日誌の見出 しか ら推測する
ことがで きる。
レッ ドランズ学校の男子校 と幼児学校両校の
歌唱科 目の教えを援助するため に,1896年 にピ
アノが準備 された。 これに先立 って,男 子学校
はハルモニ ウム(7;(hamlonium)の 使用 を準備 し
たが,部 屋 か ら部屋 に移動 し易い とい う利点は
あったが,120人 の子供 たちを指導す るにはそ
の音色 は十分大 きくなかった。 ピアノはハ ルモ
ニウム よりず っと移動が困難であったが,学 校
に一台到着する各に,「一つの教室の適切 な場所
に置 き,そ こに維持 して」おかなければならな
い,と い う厳 しい使用説明書が付いていた。唱
歌科 目に重要性が与 えられていた ように見 えた
にも拘わ らず,こ の教育活動 は明 らかに学校 の
他の授業 を中断することは許されなかった。 な
ぜならば,そ れは1899年 にレデ ィング市の学校
管理委員会が全ての校長 に,学 校の授業時間の
問に年間行事である子供達たちのコンサー トの
練習 に子供たちを放出 してはならない,と 通知
したか らである。
上記の必須科 目に加 えて,基 本教育段階部の
最上級 の子供 たちのみが,学 ぶ こ とがで きる
「幾つかの特別科 目」があ った。 これらの科 目
を学校で採用す る前 に,学 校視察団の許可 を得
なければならなかった。 レッ ドラン ド学校 の男
子校 は特別科 目として化学科 目の許可 を受 け,
この科 目開科直後の1984年 に速記科 目,1899
年からフランス語 とラテン語が加 わった。 もし
これらの科 目が満足 に教 えられた ら,学 校 は追
加資金 を得ることがで きた。1897年 に,男 子校
は化学科 目を学習 している67入 の男了生徒各3
シ リング分 と速記科 目を学習 している男子生徒
各2シ リング分 を受領 した。1900年 までに全就
学生徒410人 の内172人 の男子生徒が特別科目
を学習 してお り,こ れらの生徒のほ とんどが特
別科 目の1科 目以上 を学習 していた。
幾人かの これらの生徒の両親は,幾 つかの特




文句 を言った時,校 長は多分彼の きらめ く目で
「彼の若い息子 とその跡取は将来化学の代わ りに
算数を学習す るであろう」,と 記録 した。
非水泳者のためのみ(Fornon-swimmersonly)
1890年 までには,国 内の小学校は児童 に利用
で きる水泳訓練 をだんだん と準備 していた。 レ
ッドランズ学校 に水泳訓練が少数の男子生徒の
ために導入 されたのは1896年 の夏で,2年 後 に
女子生徒10人 のグループを含み,水 泳訓練は拡
張 された。当面男子生徒 は前記のブー リング軍
曹あるいは彼の助手の一人 によって指導 された。
利用で きる場所が制限 されていたことで,多 分
驚 くことではな く,水 泳訓練 は年長の了供たち
に限定 されていた。男子生徒 は下履 き(パ ンッ)
を着けなければならず,女 子生徒 は水泳着 を着
けなければならず,水 泳の前にどの子供 も親の
承諾 を得なければな らない,と い うことが規定
されていた。泳げる生徒はだれ も水泳指導 を受
けることは許 されない,確 言すれば,泳 げるよ
うになると水泳指導 を受けることは許 されない
クラスのメンバーになるというこ とを我々が知
った時,こ れ らのクラスの限定 された目的は高
く評価 された。身体的に水泳 に不適応の子供 は
水泳に参加す ることを禁 じられた。始 めこれら
の水泳 クラスは,も し天候が悪ければ中止され
るとい う条件で,キ ングス ・メー ドウ ・水泳場
(King'sMeadowBathingPlace)で 実施 された。
対象物 体授業(Objectlessons)
19世 紀 の 「対 象物 体授 業(Objectlessons)」
の多 くは小 学校 の カ リキ ュ ラムの 一部 を形 成 し
てい た。1910年 近 くまで この授 業 は レ ッ ドラ ン
ド学校 の授 業 の重 要 な部分 であ った。 年上 の幼
児 に とって対 象物 体授 業 は4つ の分 類 に配列 さ
れ てい た。次 の表 は この分 類 と幾 つ かの 「対 象
物体」 を示 してい る。
レ ッ ドラ ンズ 学 校 百 年 の 歴 史,1891年 ～!991年
動物 植物



























手 と顔 を洗 う
この よ うな レ ッス ンの 目的 は クラス の子供 た
ちが 「対象 物」 につ い て話 し,そ の対象 物 につ
いて で きる限 り詳細 に考 え るこ とであ っ た。 こ
れ に関す る話 し合 い は,石 炭1個 か木 の葉1葉
を試験 の た め直接手 渡 す か,ま たは適切 な図解
に よる学習 のいず れ かで,こ の レッス ンは通常
子 供 た ち を活気 づ けた。業 者 は教 員が使 用 す る
対 象物 のサ ンプル を時折学 校 に供給 した。 例 え
ば,ナ イ ト ・サ ンズ(KnightandSons)は 多種
類 の石鹸 を作 る異 なる段 階 を示 す幾 つか のサ ン
プ ル を幼 児部 に送付 した。 また,学 校 は食 卓 用
マ ス ター ドの製 造 に使 用 す る材料 の見 本 を コー
ルマ ン ・サ ンズ(ColemanandSons)か ら受 け取
った。
レ ッ ドラ ンズ学校 が 開校 す る まで に,自 然 研
究 と科学 に対 す る興 味 が ます ます 増 して お り,
教員 は これ に対 して本 に よる学 習 を少 な くして
よ り実 地 的 に学 習 す る方法 を探 してい た。対 象
物体 学 習 は この ため に有望 な方 法 を提供 す る と
見 る教 員 もいた。ユ895年 の女子 部 の学校 日誌 に
は,小 学 校 の科 学 対象 物 レッス ン88の プ ログ
ラムが,難 解 度 の度合 い に よって3つ の グルー
プに配列 されて い た。 第 一 グル ー プに は,最 年




っ た 「対 象 物 体 」 が 考 案 さ れ た 。 第 ニ グ ル ー プ
に は,糖 原 グ リ ヤ リ ン(glycerine),空 気(air),
振 子(apendulum),円 筒 シ リ ン ダ ー(acylinder),
接 合 剤 パ テ(putty)が 含 ま れ,第 三 グ ル ー プ に は,
年 長 の 女 了 の た め に 樟 脳,カ ン フ ル(camphor),
粘 土(clay),水 銀(mercury),変 性 ア ル コ ー ル,
ア ル コ ー ル ラ ン プ の 燃 料(methylatedspirit),
そ れ か ら 分 解 物 質 の 回 収(recoveryofdissolved
substances)が 含 ま れ て い た 。
節制(Temperance)
現今 の教 員 は,学 校 の カ リキ ュ ラムが継続 的
に変化 してい るこ とを よ く分 か ってい る。教 員
は また カ リキュ ラム修 正が,彼 らに新 しい要求
を要請 す る こ とを充分 認識 してい る。 レ ッ ドラ
ンズ学校 で最初 に教 えた教員 に とって,事 柄 は
少 々違 ってい た。彼 らもまた新 しい責任 が与 え
られ,彼 らの 時 間 をます ます要 求 され る事態 に
直面 した。1894年 以 来,例 えば レデ ィング学 校
教育 委員会 は次 の ことを要 求 した。 「節 制 につい
ての きち ん と した指 導 は,節 制 とい うこ とば は
そ の語源 的な認 識 にお い て解 釈 されるべ きであ
る,と い う理解 にそ って,レ デ ィング学校 教 育
委員 会 に属 す る学校 の基 礎学 年部 の全 ての生徒
に,宗 教指 導 のた め に とって ある月1回 定 め ら
れ た 日の時 間 に節 制教 育 を与 える こ と。」
これ らの レ ッス ン(課 業,授 業)は,後 に第
三段 階の ク ラス(Standard3)と これ以上 の クラ
ス に限定 す る こ とに決定 され た。指 導 はブ ロー
ドリブ ・ピイム(BroadribbandPym)に よる
「健 康 と節 制 の手引 き」(ManualofHealthand
Temperance)に 基づ い てお り,こ の指 導書6冊
の コ ピー が書籍 販売 人 ゴル ダー氏(MrGolder)
に よって各学校 に供給 された。1896年,レ デ ィ
ング 学校 教 育 委 員 会 は英 国バ ン ドオ ブ ホ ー プ
(UnitedKingdomBandofHope)の 講 師,ロ ー
ブ氏(MrRoff)が 「科 学 的 特 質 の 節 制 講 義
(TemperancelectureofaScientificCharacter}
… を各基 礎 学年部 に配付 す る許 可 を得 た」 こ と
を,そ れ らの各 学校 に通知 した。
就学(Schoolattendance)
今世紀後半には各小学校への政府の助成金は,
子供 たちが学校 に定期的に就学 している人数に
直接関連 していた。 レッ ドランズ学校 の3学 部
が開校 された時 には,こ の実践はず っと以前か
らすでに実施 されていなかったに も拘 わ らず,
就学数は依然 としてかな り重要で,学 校の生徒
登録が正確 に管理 されていることを確かめるた
めに,そ の名簿は学校教育委員会の代表者 によ
って頻繁 にチェックされた。 レッ ドランズ学校
の初期 に,こ の役 目を一生懸命 に実行 していた
レデ ィング学校教育委員会の事務助手であるヘ
ンリー ・クイン トン(HenryQuinton)は,学 校
の生徒の出席名簿を査察 し,学 校 日誌 に署名 し,
一般的に生徒の出席名簿 と学校 日誌 について満
足であると記録 したが,時 折誤 りを見つけて指
摘 した。 この誤 りが発生す ると,そ れは校長 に
影響 した。 というのは,各 学校の生徒 の出席名
簿 をそれが正確であるか どうかを毎 日チェック
するの は,校 長の責任であ ったか らである。 こ
れ らの変更や誤 りは学校 日誌 にきちんと記録 さ
れた。 フォーベス校長は,見 習教員がこの名簿
についた しみ をナイフで削 ったこ とに対 して,
叱責す ることを余儀無 くされたことがあったと
報告 した。1898年 に,レ ディング学校教育委員
会は,出 席が幾分か よ くなることを目的とした
計画 を導入 した。学校 に定期的に出席 し,時 問
を守 り,清 潔で,行 儀が良 く,授 業 を注意深 く
聞 く子供たちに褒美カー ド(Meritcards)が 年4
回発行 された。これ らの要求 は,全 ての生徒た
ちが達成で きる範囲であると感 じられた。4回
連続の褒美 カー ドは褒美証明書 と交換 された。
この計画の第1回 の3ヵ 月間には,レ ッドラン
ズ学校男子部 に就学する152人 にほんのわずか
欠 ける生徒が,褒i美 カー ドをもらえる資格があ






全員が1日 に2度 学校 に徒歩で通学 した時は,
荒れ模様 の天候がその主 な原 因であった。 しか
しなが ら,悪 天候 は,学 校の近 くに居住 してい
るほとんどの子供たちが,よ り遠方 に居住 して
いる子供たちより登校 をひどくは妨げなかった
であろうが,学 校 の3学 部の学校 日誌 によると,
それは重大 なことであった ことが明 白である。
出席率の急激な減少 は激雨 または猛烈な嵐が原
因であったことが,多 くの文献 に参照 される。
幼児学校が開校 して間 もな く,「猛吹雪」のため
に火曜 日と水曜 日の午前 中,学 校がやむな く閉
校 された。 レッ ドランズ学校がやがて再集合 し
た時,校 長はこの状況 を嬉 しく思わず,「 子供 た
ちが濡れた衣服で座 っているのはよくない」 と
考 えて,午 後3時 に授業を終了することに決定
した。
病 気 は犠牲者 を出す(Sicknesstakesitstoll)
欠席 の主 な原 因 は病気 で あ ったが,悪 天候 に
よるおたふ く風 邪(mumps),百 日せ き(whooping
cough)}は しか な どの伝 染病 の発 生 で あ った。
これ らの どの病 気 も劇 的 な出席 の減 少 を もた ら
した。 これ らの流行 病 防止 の ため に,レ デ ィン
グ学 校委員会 は,「 伝 染病 あるい は うつ りや すい
病 気 で苦 しんでい る とわか る学校 すべ ての ケ ー
ス におい て」校 長 は 出席 係事 務 員 の プ ィ ップ氏
(Attendanceofficer,MrPhipps)に 連 結 して,そ
の よ うな子 供 た ち を病気 が 治 る まで学校 に受 け
入 れ る ことを拒 否す る自由裁 量 を実施 した。
レ ッ ドランズ幼児学校 が1892年 に1ヵ 月間 閉
校 した よ うに,時 に は全 て の学校 が保 健 所長(81
(MOH,MedicalOfficerofHealth)の 指令 によ り
閉校 され るこ と もあ った。1896年,レ デ ィング
保 健所 長 であ るア ッシ ュ ビー 医師(Dr.Ashby)
は再度3週 間 の閉校 を指令 した。 この時 は,は
しかが発 生 したた めであ っ た。4年 後 に3部 門
の学校すべ てが再度2週 間一 時閉校 した ことで,
は しか が関心事 とな った。
親戚 の 若者 あ るい は友人 の死 亡 は 日常 起 っ て
い る ことの1つ で あ ったので,ビ ク トリア時代
レ ッ ドラ ンズ 学 校 百 年 の 歴 史,1891年 ～1991年
の子 供 た ちは死 が近 ず いて い る こ とに気 づい て
い た。 しか し,1890年 までに は,イ ング ラ ン ド
で は もはや コ レラに よる惨 事 に苦 しむ こ とは な
く,幼 児 の死 亡 率 は顕 著 に減 少 したが,死 亡 は
今 日に比べ る と日常起 る現象 であ っ た。例 えば,
レ ッ ドラ ンズ女子 校 の3人 の生徒 が死 亡 した。
9ヵ 月の 間(1892年 一1893年)に,2人 の女子 が
病気 にな って間 もな く2人 死亡 し,3人 目の女
子 は長 い病気 の後 に死 亡 したの であ った。彼 ら
の死 亡 の原 因 は記 録 され てい ない 。
年 間の校 外学習(AnnualOutings)
出席率 が減 少 したの は,悪 天候 と病 気 が多少
そ の原 因 であ ったが,他 の理 由 もあ った。 その
1つ の理 由 は,毎 年行 わ れた 「ビス ケ ッ ト工場 」
へ の見学 であ った。1893年 に,ビ ス ケ ッ ト工場,
ハ ン トリー ・パ ーマ ーズ(9;(HuntleyandPalmers)
に よって この行事 が企 画 され,6月26日 に これ
が実 施 された。 幼児 学校 か らの参 加 者 は,就 学
登録 名 簿数 の半 数以 下 とい う参加 者 数の 急激 な
減少 で あ った。 これは学校 の3つ の学部 に共 通
してい る問題 であ ったので,1898年 に校 外学 習
の 日に はこの3校 は閉校 す る こ とに決定 された。
これ は大変思 慮 あ る方法 と思 えたが,出 席 の問
題 を解 消 しは しなか った 。 とい うの は,1年 後
に女 子 部学校 の校 長 が,学 校 を欠席 した多 くの
子供 たち は休 日の後 に疲 れ て,校 外 学習 翌 日の
朝の 出席率 が低 い,と こぼ してい たか らで ある。
同 じ頃,毎 年 出席 率 は多様 な 日曜学 校 で の楽
しみ な歓待(treat)に 不利 な影響 を受 けてい た。
これが いか に出席率 に影響 したのか そ の1つ の
例 を挙 げ る と,1899年7月12日 水 曜 日の午後 に
幾 つか 楽 しみ な事 柄 が企 画 され た時,こ の歓待
が なか った前 日の午後,男 子部 で は363名 が 出
席 して いたが,こ の 日は213名 の出席 であ った。
そ の ような欠席 は通 常 は多 目に見 て,生 徒 の褒
美 カー ドに適格 で あ るか ど うか を評価 す る時,
欠席 とは しなか った。
カバ ー シャム(Caversham)で 開催 された よう
な定期 的 な市 〔1D7(Fairs)また同様 の娯楽 的な催 し
65
第23号 神奈川 大学心理 ・教 育研究論集
の見物 も,ま た欠席 の連 発 を もた ら した。1899
年4月 に,レ ッ ドラ ンズ男 子校 と女子校 の校 長
は共 にバ ア ル ム ・バ エ イ レ リー(Barumand
Bailery)の 「地上最 大 の シ ョウ」(GreatShow
OnEarth)が レデ ィングで 開催 され た こ とにつ
い て,そ れ が いか に出席 低下 に影 響 したか につ
い て コメ ン トした。前 年の10月 に も,こ の見 せ
物 が この街 で 開催 され,学 校教 育 委員 会 は これ
が 出席 に影 響 す る と予 測 して,全 て の学校 を1
日閉校 した 。彼 らは この場 合 閉校 しな けれ ば よ
か った,と 後 悔 した。
学校教育委員会男性事務官あるいは女性事務官
(TheSchoolBoardManorWoman)
全国 レベルで生徒の欠席の ほとん どは無断欠
席 であ った。 学校 教 育委 員会 は出席 調査 官
(attendingofficer)を 雇用 した。彼 らの仕事の
一部は
,生 徒の無断欠席 を最少に維持する努力
をす ることであ った。ある地方では,学 校教育
委員会男性事務官(あ るいは女性事務官)と ニ
ックネ0ム がついている事務官 は,か な りの敵
意 と悪態の対象 となった。 しか し,上 述 したフ
ィリップス氏や彼の同僚が,レ ッ ドランズの生
徒 あるいは彼 らの親 との間で大 きな問題 に遭遇
したか どうかは,学 校 日誌 に出席調査官あるい
は無断欠席のいずれについても記載 されていな
いこ とか ら判 断 して疑 わ しい。 しか しなが ら,
1892年9月 にヘイ校長はやや辛 らつ に次のよう
に記述 している。
「基礎3学 年の2人 の男子 は自由奔放の無断欠
席 をするようにな り,地 域の フェアで ジプシー
野営の魅力のために学校 をさぼった。彼 らは月




後30分 までは閉鎖 されなかった。 この30分 の
問に学校 に入 った子供 は遅刻 と記入 されたが,
出席 とみなされ,他 方出席登録の閉鎖後 に学校
の建物 に入 った子供 は当然欠席 とみ なされた。
1893年5月,ヘ イ校長は 「修理 されなければな
らなかった学校 の始業ベルが鳴 らなかったので,
朝子供たちが学校 に遅 く来る子供 たちが実質的
に増 えたのだ。」 と苦情 をいった。
伝染病 にかか った子供たちが学校 に入ること
を阻まれたように,今 世紀末 までは 「汚い格好
や他の子供たちに不愉快 さや不快 を与 える状態
で学校 に来た子供 たちは,学 校 に入 ることを阻
まれた。」子供の受け入れ拒否の代替 として,学
校 は親の同意 を得 ることによって,子 供の受 け
入れ拒否 を改善することができた。学校か ら生
徒 を除外する権利 を有 していない校長 は,注 意
をす る必要のある生徒 について出席調査事務官




者(そ の権力ある)の 組織 は必要が発生すれば,
両親 を相手取 って法的に訴訟 を起 こす ことがで
きた。
休 日(Holidays)
この頃 レ ッ ドラ ンズ学校 に就 学 してい る子 供
た ちの生 活 は容 易 で は なか ったが,適 度 の休 日
が あ った ようであ る。1892年 には,例 えば12月
23日 か ら休 日が始 ま り,1月10日 まで続 い た。
イース ター休 日は4月14日 か ら25日 までで,夏
の休 日は7月7日 か ら8月12日 までで あ った。
加 えて,他 の事 柄 の 内で,教 員 が試 験 や会議 に
参 加す る こ とが で きるた め に,学 校 が選 挙場 に
使 用す る こ とが で きるた め に,あ るい は学校 視
察 官が1度 か2度 学 校 を年 末 に公 式視 察す るた
め に,毎 年そ の度 に1日 あ るいは半 日授 業 が し
ば しば 中断 され た。1891年 ～ユ902年 の 間に,レ
ッ ドランズ学校 は次 の祝賀 のた め に閉校 され た。
ヨー一ク公 爵(DukeofYork)の 結 婚 式(1893年
7月)の 祝賀,ビ ク トリア女 王 の即位60年 祝 典
(Queenvictoria'Diamond∫ubilee)(1897年6
月 の1週 間),レ デ ィス ミス の救 済(TheRelief
ofLadysmith)(1900年3月),マ フェキ ン グの
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救済(TheReliefofMafeking)(1900年5月),バ
ー クシ ャー・の小 地主 と篤志奉仕 家(TheBerkshire
YeomanryandVolunteers)の 公衆 歓迎(1901
年6月),そ れか らウエル ズの王子 と王女 の レデ
イング訪 問(ユ902年6月)。1902年7月 に,エ
ドワー ド七 世王(KingEdwardVII)の 戴 冠式 を
祝 して更 なる休 日が計 画 された が,王 が 盲腸 炎
を起 こ し,そ の祝 賀 は延期 せ ざる を得 ず,休 日
は中止.とな った。
新 しい役 目(NewDuties)
学 校 医療 サ ー ビスの公 的導 入 は次 の世紀 初頭
まで待 たなけ れば な らなか ったが,そ の間1897
年 に眼検査 が レデ ィングの学校 に導入 され,そ
れぞ れの学校 にこの 目的のための円盤 レコー ド・
デ ィス ク(disc,disk)が 交付 された。校長 はプ ラ
イス医者(Dr.Price)か らデ ィス クの使 い方 の指
導 を受 け,彼 の生 徒 の視 力 テス トとその結 果 を
特 別記録 帳(specialexercisebook)に 記 入す る責
任 を負 わ され た。
子 供 た ちの更 な る保 護iのため に,学 校教 育委
員会 は1901年 各 学校 に 「学 校 にい る問一 授 業
中の レ ク レー シ ョン と ドリルの時 間,教 室 を出
て教 室 に戻 る時 間」 に,運 動 場 で生徒 た ち を輪
番 制 で監視 す る一1人 また はそれ以 上 の アシス
タ ン ト教 員 を任命 す る こ と」 を決 定 した 。 そ う
す る こ と に よ っ て,や が て運 動 場 監 視 役 山




が創設 されて以来,学 校教育委員のメンバ ーは
学校 における体罰行使 につい て配慮 してい た。
彼 らは許 される罰の種類,罰 を執行す る権限 を
与 えられている者 を明確 にし,対 処 したすべて
の罰を 「罰記録帳(punishbook)」 に記録 し,記
録 された という条件の規則 を定めること一の規
定の発行を開始 した。1898年 にレディング学校
教育委員会は 「校長先生以外の何者 によって も,
レ ッ ドラ ンズ 学 校 百 年 の 歴 史,1891年 ～1991年
学校教育委員会の学校 における生徒 に体罰を与
えてはな らない。」 と告知 した。翌年,こ の告
知は 「校長(Masters)の 下にある男女共学(mixed
schools)の 場合」 は修正 された。この種の機関
では,「校長の許可によってのみ第一助手女性教
員(theFirstAssistantMistress)」 以外の者が女
子 に体罰 を与 えることが許 された。 レディング
学校教育委員会は比較的短い存在の間,こ の町
に満足な小 学校 の組織機関があ り,町 の人口増
加 の必要 に対処す ることがで きることを確保す
ることであった。その一部 として学校 に3学 部
(幼稚 部,男 子部,女 子部)を 設置 した。1902
年 にはその時代 は終わ りに近付 いていた。その
最後の法令は上述の規則 を延長 した。そ うすれ
ば体罰は,ま た 「校長がその権力 を委任で きる
一そのようなアシス タン ト教員一免許 を持った」
によっても与 えることがで きた。その延長 は多
くの教員 に喜 んで受け入れ られた。生徒がそれ
について思 ったことについての記録 はない。
注
1ペ ン ス(d.)は ペ ニ ー(penny)の 複 数 で 価 格 の
時 の 複 数 は ペ ンス(pence),ペ ニ ー は英 国 の 旧
通 貨 単 位;=1/12shilling,p.4
2シ リ ン グ(shilling)は1971年 ま で 用 い られ た
英 国 の 通 過 単 位,p.5
3学 校 視 察 官(HerMajesty'sinspectors(HMI):
英 国 の 教 育 令 は 英 国 の 公 立 学 校 に の み 適 用 さ
れ る の で,学 校 視 察 官 は 公 立 学 校 の み 視 察 す
る 。P.6
4フ レ ー ベ ル 制 度(Froebelsystems):Friedrich
(WilhelmAugust)Froebel(1782-1852),ド イ
ツ の 教 育 家,世 界 最 初 の 幼 稚 園 を 設 立 し た 。
p.8
5ダ ン ベ ル(dumb-be11):亜 鈴,体 操 用 具,長 さ
24セ ン チ メ ー トル,鉄 製 ま た は 木 製 の,棒 の
両 端 に球 形 の つ い た 一 対 一 組 の も の>p.8
6メ イ ポ ー ル:彩 色 し て 花 ・リ ボ ン な ど で 飾 っ
た 柱;五 月 祭 に そ の 頂 部 に く く ら れ た テ ー プ
を も っ て 周 囲 を 回 り な が ら踊 る 。p.8
7ハ ル モ ニ ウ ム(harmonium):最 も代 表 的 な リ






9ハ ン トリー ・パーマーズ(HuntleyandPalmers):
ユ893年 に建設 された ビスケ ッ ト工場で,レ デ
ィングの街で有名 なビスケ ッ ト会社,p.13
10定 期 的な市(Fairs):定 期市,縁 日,特 定の場
所 で聖 人祭 日の前後 な どに定期 的 に開かれ,
見せ物や飲食小屋が並 んで賑 あう。p.13
11運 動場監視役(PlaygroundDuty):学 校で休み
時間 に子供 たちを監視 する教 員で,現 在 で も
教 員 にこの役 目が ある。 日本 の学校 にはない
教員 の役 目である。p.15
おわ りに
レッ ドランズ学校100年 史の翻訳 において,
教員の氏名,地 域名,教 育関係 の委員会名等の
英語 は,英 国の実情把握 に効果的であろうとい
う観点か ら,最 低 限必要に応 じて日本語の後 に,
英語 を括弧の中に入れておいた。
この論文ではレッドランズ学校100年 史の第
1章 を取 り扱ったが,1991年 までの歴史は第4
章 まであることか ら,第2章 から第4章 までの
翻訳 と第1章 か ら第4章 までの解釈 についての
研究 を続述する予定である。この翻訳 内容か ら,
レッ ドランズ学校の創設当初1891年 から1902
年間の教育の歴史に関 して,1)法 的 な教育令,
教育委員会,学 校視察,2)教 育現場 として校長,
教員,カ リキュラム,学 校行事並びに3)学 校
が存在する地域の社会 ・文化 について,歴 史的
変化 を概観 し,最 後 に,英 国特有 な教育や著書
に書かれた ことばに必要 な注釈 を加 える予定で
ある。
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